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抄録 東京電力福島第一原子力発電所事故により拡散された放射性セシウムの河川における動態について、

1 次元有限要素法モデル・TODAM によるシミュレーションを行った。 
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1. 緒言 

2011 年 3 月の東京電力福島第一原子力発電所事故により環境中に拡散された放射性核種のうち、比較的半

減期が長い Cs-137 の動態については、長期的に実態把握を行う必要がある。河川は、未除染のまま残されて

いる森林と、農地・都市域など生活圏とをつなぐ役割を果たすことから、河川を介した Cs-137 の動態は住民

の生活の安全のために重要である。 

2. 研究方法 

阿武隈川の支流のひとつである口太川を対象に、1 次元有限要素法モデルである TODAM [1] を用いて、出

水時の Cs-137 濃度の経時変化の再現を試みた。口太川では、2011 年 6 月から現在まで、放射性セシウムの長

期モニタリングが実施されており[2] 、シミュレーションに必要な河川流量と浮遊懸濁物質(SS)濃度の時系列

データおよび SS の粒度分布のデータが利用できる。解析対象とした出水は、2018 年 7 月 5 日～6 日に観測さ

れたもので、総降水量は 36 mm であった。本川上流と、集水域の面積が大きい 2 つの支川（水境川・安達太

田川）で約 4 時間おきにとられた形態別 Cs-137 濃度を境界条件として与え、下流端における SS 濃度・形態

別 Cs-137 濃度を算出し、実測値との比較を行った。 

3. 結果・考察 

図１に、下流端における流量・SS 濃度・

形態別 Cs-137 濃度の経時変化を示す。流量

のピークよりも早く SS 濃度が上昇するこ

と、流量のピーク以降に懸濁態 Cs-137 濃度

がやや低下するという特徴を再現すること

ができた。今後は、長期観測から得られたCs-

137 濃度の低下傾向と合わせた解析を行い、

今後起こりうる出水の際の、Cs-137 の流出

量の見積もりを行う。 
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図 1 計算結果 
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